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『 明鏡国語辞典 』、中国語では ~HSK河活用法洋解 (以下 ~HS K ~ と略す) jによっ
て自他の判定をしている。 ~ HS K ~ を用いて 2 字の日中同形動詞(自動詞 (V i)・他
動詞 (Vt )・自他両用 (Vi V t) と記されているもので、 i組合動調や自他が記され
ていないものなどは含まない)を取り出した後、『明鏡』で日本語の自他を調査し、 (1)




の (5) 日本語では自他両用で中国語では自動詞のもの (6) 日本語では自他両用で中





























のもの計 48語(和語 19語・漢語 29語)で、「取得表現Jの調査対象は同じく他動詞
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審 査 委員 百H オt凹j 且 吉野ええ泌
審査員 3人は、 2 0 1 0年 2月 2日午後 1時から、学位申請者河村静江氏に対し、本論
文に関する公開の試問を行なった。はじめに、申請者による口頭での論文要旨の発表が
あり、続いて審査員から同形語をどのようにとらえるのか、コロケーションをどう位置
づけるか、日本語の中の漢語をめぐる問題などの質問や疑義に対して、申請者は概ね的
確な回答をした。回答を通して、申請者が中国語と日本語の言語現象に対して深い理解
と見識をもっていること、事例を鋭く分析する能力を備えていることが確認された。よ
って、本論文の提出者河村静江氏が博士(日本語日本文化) (同志社女子大学)の授与
に値する十分な学力を有するものと認める。
